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目
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を
達
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る
力
と
な
る
こ
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を
確
信

ひ
と
り
の
努
力
と
工
夫
が
必
ず
や

　

目
標
を
達
成
す
る
力
と
な
る
こ
と
を
確
信

　
組
合
員
の
皆
さ
ま
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
本
年
も
皆
さ
ま
方
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
一
層
の
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
お
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
か
ら
ほ
ぼ
三
年
が
経
過
し
、
未
だ
出
口
の
見
え
な
い
閉
塞
感
を
抱
え
た
ま

ま
の
新
年
と
な
り
ま
し
た
が
、
自
ら
の
手
で
私
た
ち
の
生
活
に
光
が
見
え
始
め
た
と
言
え
る
活
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
徹
底
す
る
中
で
、
皆
さ
ま
方
の
お
力
添
え
に
よ
り
、
様
々
な
行
事
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
﹁
一
つ
の
見
直
し
﹂﹁
一
つ
の
改
善
﹂﹁
一
つ
の
削
減
﹂
と
い
っ
た
、﹁
一
つ
ひ
と
つ
﹂
の
積
み
重
ね
と
、
一
人

ひ
と
り
の
努
力
と
工
夫
が
必
ず
や
目
標
を
達
成
す
る
力
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
四
月
に
は
、
連
合
山
梨
の
活
動
の
新
た
な
拠
点
も
完
成
し
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
動
を
通
じ
て
成
長
す
る
こ
と
で
組
織
も
成
長
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
更
な
る
成

長
の
た
め
、
目
の
前
の
仕
事
に
自
信
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
の
自
分
自
身
の
あ
り
た
い

姿
を
明
確
に
し
た
上
で
、
今
、
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
み
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
成
長
の
機
会
は
与
え
ら

れ
る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
ら
取
り
に
行
く
べ
き
も
の
で
す
。

　
今
年
、
私
は
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
中
国
の
占
い
に
よ
れ
ば
、
再
び
干
支
の
誕
生
年
に
入
る
と
、
逆
境
に
備
え
る

必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
ま
れ
た
年
は
、
太
歳
星
君
と
対
立
し
や
す
い
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
特

別
な
努
力
を
し
、
挑
戦
す
る
必
要
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
あ
ま
り
順
風
満
帆
で
は
な
い
よ
う
で

す
が
、
嵐
の
後
に
は
虹
が
か
か
る
と
信
じ
て
活
動
し
ま
す
。

　
﹁
全
て
の
人
の
暮
ら
し
の
底
上
げ
実
現
が
解
決
の
一
助
に
な
る
﹂
と
の
考
え
に
基
づ
き
、
ま
ず
は
、
二
〇
二
三

春
季
生
活
闘
争
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
、
統
一
地
方
選
挙
の
完
全
勝
利
、
そ
し
て
積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
様
々
な

課
題
解
決
に
向
け
、
皆
さ
ま
方
の
更
な
る
お
力

添
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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組合づくり相談員　髙井 利樹 労働相談担当　大森 竜

会計監査　岩下 実　刑部 聡
　　　　　藤原 和也

執行　松木 友幸　小林 賢　植松 久雄　櫻井 澄人　黒山 晃輝　野口 良朋
委員　向井 仁志　中澤 孝之　田草川 厚彦　宮下 竜三　野中 広俊　
　　　前田 宝　弘瀬 誠　土橋 一光　小林 恵　熊谷 千尋

会長代行　坪井 茂
副会長　白倉 和也　三輪 茂樹　岡本 昌也　福井 太一
　　　　杉原 孝一　棚本 孝　中田 一秀

副事務　大森 竜　白倉 範人
局　長　菅野 秀樹　船渡 義昭

事務局長　田中 好久

会　　長　窪田 清

2023年度 連合山梨 執行機関組織構成図

退 職 連 合 ◎遠藤 長男　○長田 力　○小林 文徳　○渡辺 勲　○浅沼 恵美子　○宮澤 敏次　
○上野 一博　○石原 茂雄　○鈴木 貢　○渡邉 忠男　○斉藤 憲二　
◇中澤 千尋　□丸山 久美　森沢 敬　有泉 修　田辺 建男　樋口 裕子　加々美 実
　清水 清敏　早川 員男　窪田 澄男　志村 優　大木 勝藏　保坂 照雄　川上 章
　三富 良雄　□内藤 伊久磨　□味藤 哲雄

退 職 連 合 …………

産業別連絡会 自治労　日教組　全水道　国公総連　政労連　森林労連
電機連合　JAM　自動車総連　基幹労連
JP労組　運輸労連　JR総連　私鉄総連　JR連合　全自交　
以下オブ参加　山交労組　富士急バス労組　山交甲府観光労組

官 公 部 門
金 属 部 門
交通・運輸部門

…………
…………

……

地 域 協 議 会 ◎桐原 智　◇弘瀬 誠
◎渡辺 弘樹　◇前田 宝
◎谷亀 幸喜　◇土橋 一光　　　　専従役員と３地協との連絡会議を設置

中 部 地 協
東 部 地 協
西 部 地 協

…………
…………
…………

ジ ェ ン ダ ー
平 等

◎杉原 孝一　◇大森 竜　◆小林 恵
　松木 友幸　黒山 晃輝　野口 良朋　野中 広俊　熊谷 千尋
◎小林 恵　○櫻井 恵美　◇熊谷 千尋　牧野 恵美　小尾 ゆう子　小林 さつき
　望月 里沙　茂手木 詩歩　土橋 和奈　◆船渡 義昭

ジェンダー平等
推進委員会
女性委員会

……

…………

組 織 拡 大 ◎岡本 昌也　◇大森 竜
　松木 友幸　小林 賢　櫻井 澄人　黒山 晃輝　向井 仁志　中澤 孝之　田草川 厚彦
　土橋 一光　前田 宝　弘瀬 誠
◎岡本 昌也　○田中 好久　◇大森 竜　◆高井 利樹

組織拡大委員会

フェアワーク
推進センター

……

………

組 織 対 策 ◎福井 太一　○棚本 孝　◇白倉 範人
　松木 友幸　櫻井 澄人　植松 久雄　向井 仁志　野中 広俊
◎諏訪 祐一　○手塚 誉　◇向山 澄
　吉川 翔太　志村 竜司　河野 紘之　三枝 英太郎　土屋 拓巳
　降幡 良太郎　杉田 玲弥　小林 達哉　田中 康喜　◆船渡 義昭

組織対策委員会

青年委員会

……

…………

総 務 財 政 ◎坪井 茂　◇田中 好久
　白倉 和也　三輪 茂樹　岡本 昌也　福井 太一　杉原 孝一　棚本 孝　中田 一秀
◎菅野 秀樹　◇船渡 義昭　小林 賢　松木 友幸　高井 利樹
◎坪井 茂　白倉 和也　福井 太一　棚本 孝　中田 一秀　◇田中　好久

総務財政委員会

編集委員会(HP)
ふれあい基金
運営委員

……

…
………

政 策 制 度 ◎中田 一秀　〇白倉 和也　◇菅野 秀樹　◆船渡 義昭
　小林 賢　野口 良朋　宮下 竜三　土橋 一光　前田 宝
　弘瀬 誠　小林 恵　熊谷 千尋

政策制度委員会 ……

政 治
セ ン タ ー

◎坪井  茂　◇白倉 範人
　白倉 和也　三輪 茂樹　岡本 昌也　福井 太一　杉原 孝一　棚本 孝　中田 一秀
　田中 好久

政治センター ………

中 小 対 策 ◎三輪 茂樹　◇白倉 範人
　小林 賢　植松 久雄　櫻井 澄人　中澤 孝之　田草川 厚彦　宮下 竜三　高井 利樹

中小対策委員会 ……

連 帯・平 和 （委員会なし）

ボランティアST 登録者：51名
◎岡本 昌也　◇白倉 範人　坪井 茂　福井 太一　杉原 孝一　小林 賢　田草川 厚彦
　田中 好久
◎中田 一秀　◇大森 竜　白倉 和也　三輪 茂樹　棚本 孝　中澤 孝之　宮下 竜三
　田中 好久

（委員会なし）
新会館建設委員会
新会館
運営検討委員会

部　門 委員会・センター・連絡会の構成

※記号　◎＝委員会・部会委員長、フェアワーク推進センターはセンター長
　　　　○＝委員会副委員長、フェアワーク推進センターは副センター長　◇＝事務局主幹　◆＝事務局副主幹　□会計・会計監査

2022.12 .14時点2022.12 .14時点

………
…

……

※青年委員会の構成は
　2023.1.12 第16回
　執行委員会で確認予定
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　12月9日（金）敷島総合文化会館において、連合山梨女性委員会第
33回定期総会が開催されました。
　冒頭、女性委員会委員長の小林より、10月に開催された連合中央
女性集会での講演について紹介し、「男性優位がデフォルト（標準化）

された社会の中で、想像力
に欠けた生き方・働き方をしていては、女性活躍社会はつくられていかな
い。生活の中にある『固定的な考え方』にもっと気づいて、おかしいと思っ
たら、発言したり行動したりできる私たちになっていく必要がある。その
ためにも多くの方との意見交流をしていきたい」と、挨拶を述べました。
　2022年度は、甲府駅頭での「3.8国際女性デー」アピールおよび山梨県内
街宣活動や、「働く女性の労働問題について」の学習会などを開催すること
が出来ました。2023年度も運動方針に掲げた活動を展開して行きたいと思
います。
　連合山梨女性委員会では、2022年1月にリリースされた「連合山梨ジェ
ンダー平等推進計画」フェーズ1に基づき、仕事と生活の調和、育児・介護
休業法や女性活躍推進法などの定着と前進に取り組んで行きます。そして、
女性リーダーの育成を通じた運動の強化を進めるなど、連合山梨 ジェン
ダー平等推進委員会と連携し、女性も男性も、誰もが働きやすく暮らしや
すい社会の実現を目指した取り組みを進めて行きます。
　これからも連合山梨女性委員会へのご理解とご協力をお願いいたします。

女性委員会　委員長　小林 恵　

性別による差別のない
　　　社会の実現をめざして！

12 9
FRI
女性委員会 第33回定期総会を開催

委 員 長
副委員長
事務局長

委 員

小 林 　 恵
櫻井　恵美
熊谷　千尋
牧野　恵美
小尾ゆう子
小林さつき
望月　里沙
茂手木詩歩
土橋　和奈

役　職 産別名氏　名

✿ 2023年度役員

日 教 組
自 治 労
ＪＰ 労 組
電機連合
Ｊ Ａ Ｍ
ＪＰ 労 組
電力総連
情報労連
運輸労連

副委員長 山崎　尚美
役　職 産別名氏　名

✿ 退任役員

自 治 労
（敬称略）

山梨退職連合山梨退職連合 12 7
WED
第30回定期総会を開催第30回定期総会を開催

　山梨退職連合は、12月7日（水）山梨県地場産業センター（かいてらす）において、第30回定期総会
を開催しました。本総会は新型コロナウイルス感染症第8波の急拡大を受け、来賓をお招きしない縮小
開催となりました。
　議事では、2022年度の活動報告や決算報告の後、組織拡大の取り組みと政策・制度の取り組みの前

進を目指した2023年度の運動方針や予算が提案
され、満場一致で承認されました。
　特に政策・制度の取り組みや来春に執行され
る第20回統一地方選挙の対応については〝現退一致〟の考え方に
基づき、連合山梨との連携を密に取り組むことが確認されました。
　新年度役員体制として、細田義一会長（JP労組退職者の会）の退
任に伴い、新たに遠藤長男会長（JAMシニアクラブ）をはじめ28名
の役員が選出され、2023年度の活動がスタートしました。

副事務局長　大森　竜　

第20回統一地方選挙を〝現退一致〟で取り組んで行く！

挨拶される
遠藤長男新会長
（JAMシニアクラブ）

詳細については、連合HP内の
「第94回メーデー・ポスター
図案 募集」をご確認願います。

第94回メーデー・
ポスター図案募集

・・・・・
・・・・・
・・・・・
・・・・・

・・・・・
・・・・・
・・・・・
・・・・・ 連合山梨会館（仮称）経過報告 No,13

外壁パネル
取り付け完了
足場が徐々に外され、
建物全体が観えてき
ました。
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給 付 金

190,000
130,000

死亡給付金  19名
見舞給付金  26名

（10,000/人）
（5,000/人）

給 付 金

10,000
0

障害1級  0名・2級  1名
障害3級  0名

（10,000/各級）
（5,000/級）

2022年度 給付金

330,000

2021年9月1日～2022年8月31日　2022年度の「給付金」は下記の通りです。

　連合山梨は「ふれあい基金」から、毎年社会福祉施設等に寄贈しています。第14回執行委員会で確認された2023年度寄贈
先は下記の通りです。引き続き皆さまのご協力をお願いいたします。

連合山梨 ふれあい基金 給付･寄贈先一覧連合山梨 ふれあい基金 給付･寄贈先一覧

　全国的に毎年多くの人が大切な命を自ら絶っています。
　かけがえのない命を守るためには〝悩んでいる人に気づき〟〝声を
掛け〟〝話を聞いて〟必要な支援につなげ見守る「ゲートキーパー」の
存在が重要であり、包括的支援に関わる様々な分野の関係者や支援者
等、自殺対策に関わる人材を育成する必要があります。
　その様な中、連合山梨はやまなし労福協との共催で12月15日（木）
にジット甲府プラザにおいて、構成組織や友誼団体から60名の皆さん
に参加いただき「ゲートキーパー指導者養成研修会」を開催しました。
　講師に心理臨床オフィス・ルーエの公認心理師である深沢孝之氏を
お招きし、「『相談の基本』～悩みを抱えた人への接し方～」と題した講
義をいただき、声掛けと傾聴する事の大切さを学ぶことが出来ました。

山梨県労働者福祉協会　事務局長　清水 澄男　

やまなし
労福協
やまなし
労福協

12 15
THU
「ゲートキーパー指導者養成研修会」を開催「ゲートキーパー指導者養成研修会」を開催

まずは声掛け  判断・批判はせずに傾聴することが大切

関係団体より新年のごあいさつ

寄　付

50,000
50,000
100,000
40,000
50,000
50,000
50,000

ＮＨＫ歳末助け合い（海外）
ＮＨＫ歳末助け合い（国内）
山梨県ともしび基金
山梨県肢体不自由児協会
山梨県手をつなぐ親の会　
福祉作業所たんぽぽの家　
ゆうき工房　

寄　付

50,000
50,000
50,000
50,000
50,000
50,000
50,000

福祉作業所つくしの家　
あさひ福祉作業所　
社会福祉法人ぶどうの里　
どんぐり牧場・芽生
ひかりの家学園　
社会福祉法人ありんこ　
地域活動支援センター「ふじざくら」

寄　付

50,000
50,000
50,000
50,000

社会福祉法人不二の里森福祉会
東部授産園みとおし　
社会福祉法人アドバンス　
NPO法人自立支援FIT

2023年度 寄付 940,000
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